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新しい年を迎えて 

 

苫小牧市立豊川小学校長 丹 野  靖 彦 

   

新年あけましておめでとうございます。本年も本校教育にご理解とご協力を賜りますようお願い申し上げます。 

 今年は、元旦から震災や航空機事故などがあり、心を痛めていた方も多いことと思います。被災した方に謹ん

でお見舞い申し上げ、着実な復興を願うばかりです。 

そうした年明けだからこそ、「新年あけましておめでとうございます」、という言葉の持つ意味をしっかりと考

えたいと思います。新年のあいさつには諸説ありますが、3 つの意味があるといわれています。１つ目は「年明

けを無事に迎えられたこと」、2 つ目は「国民全員の誕生日であること」、3 つ目は「年明けに無事に神様を迎え

られたこと」と言われています。2 つ目の全員の誕生日とは、昔の日本では数え年という年齢の数え方が一般的

で、生まれた日を 1 歳と数え、翌年の元旦に年を重ねる数え方でした。だから、元旦にはみんな一つ年を取った

のです。つまり全員が一才年を重ねることができたことをおめでとうと言ったのだといわれています。 

 今は、満年齢という数え方で、初めての誕生が 1 歳となります。ただ数え年の考え方の、元旦にまた一つ新し

い年を迎えられたと感じること、元気に年を重ねていくことを喜び合うことはとても大切だと思います。災害や

事故などがないと、新しい年を迎えることや成長していくことが当たり前に感じてしまいますが、こうした災害

があった時だからこそ新年を迎える有難さや成長の尊さをみんなで考えていきたいと思います。 

 学校は、子どもが学び育つ場所です。ただ、子どもが学び育つ場は学校だけではなく、家庭でも地域でも様々

な経験や人との触れ合いを通して成長していきます。そのためにも子どもの確かな成長を願い、学校と家庭、地

域が協力してくことが大切だと考えています。今年も子どもを支えるために多くの情報発信をしてまいりますの

でご協力のほどよろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【学校教育目標】 

・よく考え 勉強する子 

・なかよく 助け合う子 

・じょうぶで がんばる子 

失敗が脳を成長させる 

「失敗は成功の母」とか「失敗は成功のもと」などと言われますが、子育てをしていると、

もちろん学校の教師が授業をしているときも、できるだけ失敗をさせたくないと考えま

す。失敗＝挫折・心が傷つくといったイメージがあるのかもしれません。 

 ところが、最新の脳科学の研究では、学びの初期段階で失敗をたくさんしたほうが脳の

発達は進むということが分かってきたそうです。また、失敗も繰り返しながら試行錯誤し

て考えることが、失敗せずに一回で成功した時より脳が活発に動いて成長することが分

かってきています。3学期の勉強や生活の中でも子供は、何度も失敗することがあると思

います。そうしたときに、周囲の大人は「今は脳が一生懸命成長しているんだ」とじっくり

見守ってあげてほしいと思います。失敗しないようにという転ばぬ先の杖より、失敗して

も安心できる環境が大切ですね 

 



 

１日（木） 国民スポーツ大会スケート競技観戦 

      （５・６年） 

 ２日（金） 新入学説明会・体験入学 

       １年４時間授業（給食有） 

       ＰＴＡ定点指導活動日 

フッ化物洗口  

 

 ５日（月） 全校読書の日 児童会 

９日（金） フッ化物洗口 

       ５時間授業（１～５年） 

 

１５日（木） スケート学習（低・た・中） 

６年体験入学 

１６日（金） フッ化物洗口 

４時間授業 

図画作品展～２６日 

 

１９日（月） 参観日（た・１・２年） 

２０日（火） 参観日（５・６年） 

       ５時間授業 

２２日（木） 参観日（３・４年） 

       ５時間授業 

        

※PTA役員会を２月中に予定して 

います。 

 

 

 

 

大谷選手ありがとう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スケート学習１回目実施しました！ 
 
苫小牧市の冬季を代表するスポーツであるスケートに慣れ親しむことを目的に、各学年２回

のスケート学習を行っております。 

 １月２３日（火）に行われた低学年・高学年・たいよう学級の学習の際には、今シーズン初

のスケート体験の子も多く、久しぶりの氷の感触に笑顔で滑る姿が見られました。 

 スケート靴の準備や靴ひも結びのお手伝いなど、保護者の皆様の御協力に感謝いたします。 

 

 

 アメリカのメジャーリーガーの大谷翔平選手からの日本国

内にあるおよそ２万校すべての小学校に３個ずつ、グローブを

寄贈してくれました。子ども達には始業式に紹介し、現在、全

学級にグローブを回覧しています。これから、体育やクラブな

どで使用することになります。大切に使わせていただきます。 


